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第５分団（松尾）が好成績第５分団（松尾）が好成績
飯田市消防技術大会＆飯伊消防技術大会飯田市消防技術大会＆飯伊消防技術大会飯田市消防技術大会＆飯伊消防技術大会飯田市消防技術大会＆飯伊消防技術大会

　

6
月
5
日
、
松
尾
小
学
校
6

年
生
1
２
３
人
が
モ
デ
ル
ロ
ケ
ッ

ト
の
打
ち
上
げ
を
し
た
。
こ
れ

は
、
松
尾
青
少
年
健
全
育
成
部

が
主
催
し
、
松
尾
サ
イ
エ
ン
ス

と
お
も
し
ろ
科
学
工
房
が
協
働

す
る
、
教
育
や
創
造
性
の
育
成

に
寄
与
す
る
重
要
な
活
動
だ
。

　

モ
デ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
は
、
一
般

的
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
紙
、
軽

量
な
金
属
で
作
っ
た
り
、
販
売

さ
れ
て
い
る
キ
ッ
ト
を
使
っ
て

組
み
立
て
た
り
す
る
こ
と
が
多

い
が
、
今
回
は
カ
レ
ン
ダ
ー
や

フ
ィ
ル
ム
ケ
ー
ス
な
ど
、
身
近

な
材
料
を
使
っ
て
の
手
作
り
で

あ
る
。

　

製
作
で
児
童
の
「
紙
が
う

ま
く
丸
め
ら
れ
な
い
」「
羽
根

の
位
置
は
こ
れ
で
い
い
で
す

か
？
」
な
ど
の
質
問
に
ス
タ
ッ

フ
は
丁
寧
に
答
え
教
え
て
い

た
。
完
成
後
は
校
庭
へ
、
打
ち

上
が
る
か
ど
う
か
心
配
な
面
持

ち
の
中
、
エ
ン
ジ
ン
に
点
火
す

る
と
ロ
ケ
ッ
ト
は
高
さ
１
０
０

㍍
超
の
高
さ
ま
で
上
昇
し
、
パ

ラ
シ
ュ
ー
ト
で
安
全
に
着
地
す
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趣
味
と
は
日
常

に
彩
り
を
添
え
る

特
別
な
時
間
の
ひ

と
つ
。私
は
長
年
、

ソ
フ
ト
ビ
ニ
ー
ル

フ
ィ
ギ
ュ
ア
（
ソ

フ
ビ
）
の
収
集
に
没
頭
し
て
き

た
▼
ソ
フ
ビ
は
そ
の
独
特
な
風

合
い
や
手
触
り
か
ら
多
く
の
コ

レ
ク
タ
ー
に
愛
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
中
で
も
特
に
注
目
す

べ
き
は
イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
ソ
フ
ビ

だ
。
個
人
や
小
規
模
な
フ
ィ

ギ
ュ
ア
メ
ー
カ
ー
が
手
掛
け
る

イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
ソ
フ
ビ
は
版
権

も
の
に
は
な
い
オ
リ
ジ
ナ
リ

テ
ィ
が
溢
れ
、
そ
の
独
創
性
や

高
い
ク
オ
リ
テ
ィ
が
特
徴
だ
▼

た
と
え
ば
、
こ
の
業
界
で
は
老

舗
と
し
て
知
ら
れ
る
東
京
都
江

戸
川
区
の
シ
カ
ル
ナ
工
房
は
、

幻
想
的
な
怪
獣
や
既
存
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
を
独
自
の
解
釈
で
再

構
築
し
、
そ
の
作
品
は
比
較
的

入
手
し
や
す
い
こ
と
で
も
人
気

を
博
し
て
い
る
▼
イ
ン
デ
ィ
ー

ズ
ソ
フ
ビ
は
15
年
以
上
に
わ
た

り
支
持
を
受
け
続
け
価
格
も
上

昇
し
て
い
る
。
入
手
困
難
な
ア

イ
テ
ム
も
多
く
、
海
外
の
コ
レ

ク
タ
ー
も
注
目
し
て
い
る
▼
こ

の
価
格
高
騰
や
入
手
困
難
な
こ

と
こ
そ
が
そ
の
魅
力
の
一
端
を

物
語
っ
て
い
る
。
今
後
も
新
た

な
作
品
が
次
々
と
登
場
し
、
ソ

フ
ビ
の
世
界
は
さ
ら
な
る
進
化

を
遂
げ
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
▼

最
後
に
日
常
を
変
化
に
富
ん
だ

も
の
に
し
て
く
れ
る
こ
の
道
楽

に
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
理
解
を
示

し
て
く
れ
る
妻
に
感
謝
し
た

い
、
と
付
け
加
え
て
お
こ
う
。

世帯数5,381世帯

5月末現在

男子 6,130　人

女子 6,600　人

 計 12,730　人

自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
職
員
異
動

　〈
転
入
〉

○
保
健
師 

 
 

熊
谷　

光
恵

　

今
年
度
の
市
役
所
人
事
異
動
に
よ
り
新
し
く
2
人
が
着
任
し
ま
し
た
。

　

消
防
団
の
技
術
を
競
う
操
法

技
術
大
会
で
5
月
26
日
の
飯
田

市
大
会
で
は
ポ
ン
プ
車
操
法
の

部
で
自
動
車
班
が
１
位
、
小
型

ポ
ン
プ
操
法
の
部
で
八
幡
積
載

車
班
が
２
位
。
続
く
6
月
16
日

に
行
わ
れ
た
飯
伊
大
会
で
は
自

動
車
班
が
２
位
と
大
健
闘
し
た
。

　

青
空
に
向
け
て
一
斉
に
発
射
さ
れ
た
モ
デ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
が

描
く
軌
跡
。
参
加
者
た
ち
の
目
が
輝
き
、
歓
声
が
上
が
る
瞬

間
を
目
の
当
た
り
に
す
る
と
、
小
さ
な
ロ
ケ
ッ
ト
が
放
つ
夢

と
希
望
を
実
感
さ
せ
る
。

　

松
尾
地
区
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
日
頃
よ
り
消
防
団
の

活
動
に
対
し
、
深
い
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
今
年
度
も
飯
田

市
消
防
技
術
大
会
が
あ
り
４
月

よ
り
操
法
の
訓
練
に
励
ん
で
き

ま
し
た
。
今
回
の
結
果
を
し
っ

か
り
自
信
に
し
て
実
際
の
有
事

の
際
に
は
最
大
限
の
活
躍
が
出

来
る
よ
う
に
引
き
続
き
消
防
力

の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
４
月
よ
り
新
た
に
13
人
の

団
員
が
加
わ
り
現
在
70
人
と
い

う
非
常
に
大
人
数
で
す
が
、
訓

練
等
や
る
と
き
は
し
っ
か
り
や

る
、
楽
し
む
と
き
は
し
っ
か
り

楽
し
む
と
い
う
け
じ
め
を
つ
け

て
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。「
自

分
た
ち
の
町
は
自
分
た
ち
で
守

る
」
と
い
う
精
神
を
胸
に
日
々

訓
練
に
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
理

解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　〈
転
出
〉

○
保
健
師　
　
　

金
田　

夕
可

（
健
康
推
進
係
）

○
公
民
館
主
事　

亀
井
裕
太
郎

（
飯
田
市
公
民
館
主
事
）

○
公
民
館
主
事
 
嶋
村　

駿
吾

ようこそ松尾へ 寺所区
大平昭史さん　ゆかりさん た  な か えいきちろう あさ み

る
。
発
射
と
共
に
ロ
ケ
ッ
ト
を

キ
ャ
ッ
チ
し
よ
う
と
走
り
出
す

児
童
の
姿
が
見
ら
れ
た
。

　

多
田
颯
人
く
ん
は
「
ロ
ケ
ッ

ト
の
作

り
方
や

仕
組
み

が
わ
か

っ
て
よ

か
っ
た

で
す
」

と
感
想

を
述
べ

た
。

　
今
回
は
寺
所
区
に
お
住
ま
い
の
大

平
さ
ん
の
お
宅
を
お
訪
ね
し
ま
し
た
。

Ｑ 

お
二
人
の
ご
出
身
は
ど
ち
ら
で

す
か
？

Ａ 

昭
史
さ
ん
千
曲
市
で
す
。

　 

ゆ
か
り
さ
ん
上
久
堅
で
す
。

Ｑ 

お
二
人
の
出
会
い
は
？

Ａ 

飯
田
に
仕
事
で
赴
任
し
た
時
に
、

知
り
合
い
の
紹
介
で
出
会
い
ま

し
た
。

Ｑ 

以
前
は
ど
こ
に
お
住
ま
い
で
す

か
？

Ａ 

毛
賀
区
の
ア
パ
ー
ト
に
５
年
住

ん
で
い
ま
し
た
。

Ｑ 

な
ぜ
松
尾
に
住
む
こ
と
に
な
り

ま
し
た
か
？

Ａ 
奥
さ
ん
の
実
家
が
近
く
だ
っ
た

こ
と
と
、
た
く
さ
ん
の
人
に
関

わ
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
子
育
て

を
し
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

Ｑ 

松
尾
地
区
の
印
象
は
い
か
が
で

す
か
。

Ａ 

気
候
が
暖
か
く
、
人
も
温
か
い

の
で
暮
ら
し
や
す
い
で
す
。
病

院
が
近
い
の
で
安
心
感
が
あ
り

ま
す
。

Ｑ 

新
居
の
こ
だ
わ
り
を
教
え
て
下

さ
い
。

Ａ 

新
居
の
設
計
は
有
名
な
建
築
家

に
依
頼
し
ま
し
た
。
と
に
か
く

シ
ン
プ
ル
に
、
自
分
た
ち
が
年

を
と
っ
て
も
飽
き
な
い
家
、
そ

し
て
時
間
が
経
っ
て
も
味
が
出

る
家
に
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

イ
メ
ー
ジ
通
り
に
出
来
上
が
っ

た
新
居
に
満
足
し
て
い
ま
す
。

Ｑ 

こ
れ
か
ら
楽
し
ん
で
い
き
た
い

こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ 

庭
作
り
や
家
庭
菜
園
を
し
た
い

で
す
。
あ
と
地
域
の
行
事
に
積

極
的
に
参
加
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

Ｑ 

今
後
松
尾
に
期
待
す
る
こ
と
が

あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ 

子
供
連
れ
で
屋
内
で
遊
べ
る
施

設
や
、
大
勢
で
気
軽
に
集
ま
れ

る
飲
食
店
が
あ
っ
た
ら
い
い
な

と
思
い
ま
す
。

　
　 

お
忙
し
い
中
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た

【飯田市大会】
　▶ ポンプ車操法　 …… １位 第５分団 自動車班（松尾）
　▶ 小型ポンプ操法 …… ２位 第５分団 八幡積載車班（松尾）
　最優秀番員賞

　▶ ポンプ車操法
　　２番員…土井勇也（第５分団）　３番員…竹村 凌（同）　４番員…後藤知輝（同）

【飯伊大会】
　▶ ポンプ車操法　 …… ２位 第５分団 自動車班（松尾）

結果は以下の通り

子
供
た
ち
の
好
奇
心
が
育
む
未
来

６
年
生
が
モ
デ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ

子
供
た
ち
の
好
奇
心
が
育
む
未
来

６
年
生
が
モ
デ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ

青
空
に

向
か
う
夢

青
空
に

向
か
う
夢

分
団
長
あ
い
さ
つ
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５
月
10
⽇
、
令
和
5
年
度
ま

ち
づ
く
り
委
員
会
第
2
回
総
会

が
⾏
わ
れ
た
。
令
和
5
年
度
の

事
業
報
告
及
び
決
算
報
告
が
各

部
の
部
⻑
よ
り
報
告
さ
れ
、
す

べ
て
承
認
さ
れ
た
。

　

総
会
の
冒
頭
の
挨
拶
で
鋤
柄

富
男
会
⻑
は
﹁﹃
み
ん
な
が
⼼

と
⼒
を
合
わ
せ
る
元
気
な
ま
ち

　

今
年
は
年
が
明
け
て
す
ぐ
に

能
登
地
方
で
大
地
震
が
発
生
し

甚
大
な
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
多
く
の

方
に
お
悔
や
み
申
し
上
げ
、
被

災
さ
れ
た
方
々
に
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
６
年
度
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
年
度
も

会
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。

皆
様
方
に
は
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

震
災
で
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と

も
あ
っ
て
今
年
度
は
防
災
を
重

点
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
の
訓

練
も
一
歩
踏
み
込
み
、
役
員
の

皆
さ
ん
に
理
解
を
深
め
て
頂
く

よ
う
丁
寧
に
行
っ
て
参
り
ま

す
。
ま
た
松
尾
地
区
は
水
害
の

危
険
が
特
に
大
き
い
所
な
の

で
、
井
水
の
連
絡
会
議
を
開
催

し
、
住
民
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

今
、
鎌
倉
館
長
を
中
心
に
公

民
館
役
員
の
皆
様
方
が
、
コ
ロ

ナ
の
た
め
に
希
薄
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
地
域
の
絆
を
取
り
戻
そ

う
と
、
知
恵
を
絞
り
頑
張
っ
て

い
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
各
区
の
皆
様
が
益
々
ご
健

勝
で
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
心

よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

令和 6 年度 松尾地区まちづくり委員会 重点目標
　少子化・高齢化が急激に進行し、日本全体が人口減少時代に突入
する中にあって、松尾地区は、先人の努力により、飯田市内でも有
数の暮らしやすい地区として発展し、活気ある地区となっています。
　飯田市においては、リニア関連道路やリニア駅周辺整備の基本計
画が策定されるなどリニア中央新幹線開通に向けた準備が順次進め
られており、三遠南信自動車道の全線開通と併せ、高速交通網を活
用した「リニア時代」が現実のものとして迫ってきていることを実感し
てきています。
　こうした中にあって、松尾地区では個性的で存在感があり安心して
住み続けられる地域づくりを着実に進めるために、令和２年度には第
３次松尾地区基本構想を策定し、その実現に向け地域が一丸となっ
て積極的に取り組んでいます。特に、子育て分野においては地域の
子どもは地域で育てるという信念を持って、これからの松尾を担う大
切な子どもを安心して生み育てられる環境整備を進め、あわせて積
極的な教育支援等も行っていくために、各教育機関との連携を大切
にしながら情報の共有を図ってまいります。また、ウィズコロナ社会
を踏まえ、時代に即した自治活動や地域の課題解決に向けた取り組
みと自治活動組織の改革改善を推進するとともに、コロナ前の活発
な地域コミュニティの再構築を目指します。
　松尾地区まちづくり委員会は、このような思いを込めて、次の重点
目標を掲げ、各部が協力連携し、全ての地区民の思いを大切にしな
がら、今年度の活動を推進していきます。

◎あなたと一緒につくる私たちのまち
◎安全でゆとりのある生活空間の創出　
◎豊かな自然と共存し、きれいで住みやすいまち
◎人と人がつながり　心身ともに健康な　あたたかいまち

令和6年度推進会議役員
地域の皆さんとよりよい松尾を作りましょう

まちづくり委員会
会長

鋤柄富男（寺所）

公民館長
鎌倉　豊（八幡町）

まちづくり委員会
副会長、清水区長
恩田嘉博（清水）

まちづくり委員会
副会長、基本構想推進担当参事

丸山正敏（久井）

総務部長
小椋　寛（城）

総務部副部長
松井百合子（代田）

環境衛生部長
桂　稔（新井）

地域安全部長
仲村武志（城）

地域振興部長、新井区長
丸山基治（新井）

総務部副部長
代田寿真子（清水）

健康福祉部長
塩澤　満（毛賀）

地域振興部副部長
水城区長

久保田賢（水城）

地域振興部
久井区長

平栗信吾（久井）

地域振興部
上溝区長

香山宏和（上溝）

青少年健全育成部長
寺所区長

山﨑嘉英（寺所）

地域振興部副部長
明区長

平澤勇治（明）

地域振興部
常盤台区長

小澤由徳（常盤台）

地域振興部
毛賀区長

小木曽正直（毛賀）

地域振興部
代田区長

田中郁男（代田）

地域振興部
八幡町区長

村松敏孝（八幡町）

財産区管理委員長
総務部

中川久雄（新井）

地域振興部
城区長

多澤正弘（城）

相談役
市議会議員

木下徳康（毛賀）

相談役
市議会委員

関島ゆり（毛賀）

特別推進員
松尾小学校 PTA 会長
市瀬和寛（久井）

特別推進員
民生児童委員協議会長
西田克美（常盤台）

特別推進員
日赤奉仕団松尾分団長
下井真由美（城）

特別推進員
消防団第５分団長
代田和貴（清水）

特別推進員
緑ヶ丘中学校 PTA 副会長

小林浩樹（毛賀）

松
尾
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
会
長
　
鋤
　
柄
　
富
　
男

づ
く
り
』『
安
⼼
し
て
暮
ら
せ

る
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
』『⼦


ど
も
か
ら
⾼
齢
者
ま
で
健
や
か

に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
』
を

重
点
目
標
に
１
年
間
活
動
し
、

目
標
達
成
に
近
づ
け
た
と
思

う
」 
と
語
っ
た
。

　

尚
、
令
和
６
年
度
第
１
回
総

会
は
３
月
26
日
に
開
催
さ
れ
、

事
業
計
画
案
は
全
て
承
認
さ
れ

て
い
る
。

ふ
る
さ
と
松
尾
　
住
民
一
体
と
な
っ
て

平
成
11
年
の
オ
ー
プ
ン
か
ら

25
年
、
施
設
の
経
年
劣
化
補
修

と
機
械
設
備
の
交
換
や
内
外
塗

装
を
行
う
た
め
、
お
よ
そ
２
ヵ

月
の
休
業
を
経
て
令
和
６
年
６

月
１
日
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
を
迎
え
た
ほ
っ
湯
ア
ッ
プ
ル
。

水
温
30
度
の
温
水
プ
ー
ル
で

は
、
水
中
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
な
ど

13
コ
ー
ス
の
水
中
運
動
を
開
催

し
て
お
り
、
松
尾
区
民
に
限
ら

ず
健
康
増
進
の
た
め
多
く
の
人

が
通
っ
て
い
る
。
ま
た
、
浴
室

と
露
天
風
呂
が
あ
り
岩
風
呂
、

桧
風
呂
共
に
人
気
が
高
い
。

昨
年
度
は
緑
ヶ
丘
中
学
校
の

生
徒
が
「
ふ
る
さ
と
学
習
」
で

施
設
を
盛
り
上
げ
る
た
め
の
提

案
を
し
た
。

同
施
設
社
長
の
鋤
柄
全
さ
ん

は
「
利
用
料
金
で
入
浴
と
プ
ー

ル
両
方
を
利
用
い
た
だ
け
る
。

県
内
外
か
ら
多
く
の
方
に
利
用

い
た
だ
き

た
い
」
と

話
し
て
い

た
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

ほ
っ
湯

ア
ッ
プ
ル

ほ
っ
湯

ア
ッ
プ
ル

ＪＡみなみ信州松尾支所
リニューアル

ＪＡみなみ信州松尾支所
リニューアル

ゴールデンウィーク明けの５月
７日、ＪＡみなみ信州松尾支所は
事務所を新築し営業を開始した。
松尾支所は金融店舗としての営業
を担う。総務・共済・融資・営農
については鼎の本所で行っていく。

松
尾
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
総
会
開
催

あ
な
た
と
一
緒
に
つ
く
る

　
　
　
　
　  

私
た
ち
の
ま
ち

あ
な
た
と
一
緒
に
つ
く
る

　
　
　
　
　  

私
た
ち
の
ま
ち
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業
務
と「
お
も
て
な
し
」を
行
っ

た
。会

場
の
準
備
中
に
、
一
番
乗

り
の
人
が
来
て
し
ま
う
予
想
外

の
出
来
事
も
あ
っ
た
。
16
㌔
に

参
加
の
大
谷
秀
勝
さ
ん
で
「
ス

タ
ー
ト
が
8
時
だ
っ
た
が
、
7

第
38
回
飯
田
や
ま
び
こ
マ
ー

チ
が
4
月
27
日
・
28
日
に
開
催

さ
れ
た
。
松
尾
公
民
館
で
は
初

日
に
16
㌔
と
40
㌔
コ
ー
ス
の

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
、

通
過
者
２
７
０
人
に
松
尾
公
民

館
ス
ポ
ー
ツ
委
員
が
チ
ェ
ッ
ク

５
月
10
日
、
松
尾
公
民
館
に

お
い
て
令
和
5
年
度
功
労
者
表

彰
式
が
行
わ
れ
た
。
松
尾
地
区

の
発
展
と
明
る
く
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
貢
献
し
た
こ

と
に
対
し
、
感
謝
状
及
び
表
彰

状
が
贈
ら
れ
た
。

表
彰
さ
れ
た
方
々
は
次
の

と
お
り
。

松
尾
地
区
功
労
者
表
彰
式

（故）松澤泰治さん （清水） 前まちづくり委員会副会長

小室峯雄さん （水城） 前水城区長

福井公文さん （常盤台）前常盤台区長

森本利郎さん （新井） 前農地利用最適化推進委員他

伊澤皆子さん （新井） 前保護司

田中清文さん （明） 前人権擁護委員

赤羽源一郎さん （八幡町）前社会福祉委員

豚汁でおもてなし
参加者同士で交流も
豚汁でおもてなし
参加者同士で交流も
－第 38回飯田やまびこマーチ－－第 38回飯田やまびこマーチ－

子
供
た
ち
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
松
尾
小
ク
ラ
ブ

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
開
始

6
月
6
日
、
4
年
生
～
6
年

生
を
対
象
と
し
た
松
尾
小
学
校

の
ク
ラ
ブ
活
動
が
始
ま
っ
た
。

19
あ
る
ク
ラ
ブ
の
う
ち
10
ク
ラ

ブ
に
「
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
と
し
て
地
域
の
人
が
指
導

に
あ
た
っ
て
い
る
。

「
松
尾
探
検
」「
手
芸
・
ク
ラ

フ
ト
」「
理
科
実
験
」「
ア
ウ
ト

ド
ア
」「
将
棋
」「
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
」「
読
書
」「
外

国
語
」「
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
」
に

加
え
、
新
た
に
「
コ
オ
ー
デ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

が
今
年
か
ら
取
り
入
れ
ら
れ

た
。
指
導
者
の
小
平
美
恵
子
さ

ん
は
「
遊
び
感
覚
で
脳
と
心
と

体
に
刺
激
を
与
え
る
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
で
、
体
を
動
か
す
こ
と
の

楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た

い
」
と
話
し
て
い
た
。

子
供
た
ち
は
、
地
域
の
人

と
の
交
流
を
楽
し
み
な
が
ら
、

や
っ
て
み
た
い
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
た
。

時
に
出
発
し
て
フ
ラ
イ
ン
グ
し

て
し
ま
い
、
早
く
来
て
し
ま
っ

た
。
や
ま
び
こ
マ
ー
チ
に
は
、

今
回
で
11
回
は
出
て
い
て
明
日

は
10
㌔
に
も
出
る
。
次
は
、
金

沢
の
大
会
に
出
場
す
る
」
と
話

し
て
い
た
。

11
時
頃
に
豚
汁
が
運
ば
れ
て

く
る
と
「
豚
汁
が
で
き
ま
し

た
」
の
声
に
歓
声
が
上
が
り
行

列
が
で
き
た
。
こ
の
豚
汁
は
、

飯
田
や
ま
び
こ
マ
ー
チ
実
行
委

員
会
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
（
飯
田
短
期
大
学
・
高
陵
中

学
校
・
飯
田
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
ク
ラ
ブ
か
ら
各
2
人
）
を
派

遣
し
提
供
し
た
も
の
。

参
加
者
同
士
集
ま
り
記
念
写

真
を
撮
っ
た
り
、
楽
し
く
会
話

を
し
た
り
し
て
交
流
を
楽
し
ん

で
い
た
。

コオーディネーショントレーニングの高這い鬼ごっこ

南信州こどもまつり

5
月
30
日
、
鋤
柄
富
男
ま
ち

づ
く
り
委
員
会
会
長
が
年
度
初

め
の
あ
い
さ
つ
で
述
べ
た
「
金

色
洞
川
、
祝
い
沢
川
の
内
水
排

除
に
つ
い
て
長
年
取
り
組
ん
で

き
て
い
ま
す
が
、
排
水
を
考
え

る
だ
け
で
は
な
く
、
流
れ
込
む

水
の
管
理
を
す
る
こ
と
も
必
要

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た

め
に
は
、
井
水
管
理
組
合
と
の

連
携
が
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
」
と
い
う
考
え
に
、
ま
ち
づ

く
り
委
員
会
本
会
を
は
じ
め
、

各
区
長
、
市
会
議
員
、
下
毛
賀

管
理
組
合
、
思
井
川
井
・
山
下

井
・
荒
川
井
・
島
田
井
・
太
郎

次
郎
井
・
九
十
九
折
井
の
各
水

利
組
合
が
賛
同
し
「
松
尾
地
区

井
水
連
絡
会
議
」
を
設
立
。
今

後
も
継
続
し
て
情
報
交
換
を

行
っ
て
い
く
こ
と
を
確
認
し

た
。こ

の
日
は
飯
田
市
建
設
部
も

参
加
。
今
年
度
中
の
設
置
が
決

ま
っ
て
い
る
、
金
色
洞
川
の
固

定
式
ポ
ン
プ
設
置
計
画
と
水
害

防
止
の
た
め
に
各
井
水
へ
流
量

計
を
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て

の
説
明
が
あ
っ
た
。

今
後
の
活
動
計
画
と
し
て

「
地
区
内
の
井
水
に
関
す
る
課

6
月
2
日
、
来
年
度
鳩
ヶ
嶺

八
幡
宮
秋
季
例
大
祭
の
年
番
を

務
め
る
清
水
区
は
、
奉
納
す
る

し
め
縄
作
り
に
向
け
、
御
神
田

で
お
田
植
え
祭
を
行
っ
た
。

題
に
つ
い
て
、
や
ら
ま
い
か
松

尾
推
進
大
会
の
テ
ー
マ
設
定
を

す
る
」「
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

推
進
会
議
メ
ン
バ
ー
で
井
水
見

学
を
実
施
す
る
」
こ
と
が
挙
げ伝統を受け継ぎ並んでお田植え

　
清
龍

お
田
植
え
祭

松
尾
地
区

井
水
連
絡
会
議
発
足

広報委員会の未公開写真も展示

清水区

親子でワークショップを楽しむ

6
月
15
日
、
南
信
州
子
ど

も
応
援
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
が

主
催
し
、
子
ど
も
の
居
場
所

づ
く
り
の
関
心
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
「
南
信
州

こ
ど
も
ま
つ
り
」
が
飯
田
市

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
開
催

さ
れ
た
。

メ
イ
ン
会
場
と
な
っ
た
第

２
体
育
館
で
は
23
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
開
か
れ
、
体
育

館
い
っ
ぱ
い
の
親
子
が
楽
し

ん
だ
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

一
つ
に
毛
賀
区
の
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン「
オ
リ
ー
ブ
」

と
久
井
区
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
「
太
陽
学
園
」
が
コ
ラ
ボ

し
た
ブ
ー
ス
が
作
ら
れ
、
太

陽
学
園
の
児
童
・
生
徒
約
10

人
が
製
作
し
た
ワ
イ
ヤ
ー

ア
ー
ト
が
並
べ
ら
れ
、
販
売

さ
れ
た
。
ワ
イ
ヤ
ー
ア
ー
ト

づ
く
り
体
験
に
は
緑
ヶ
丘
中

学
校
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
生
徒

3
人
が
協
力
し
、
ブ
ー
ス
は
大

盛
況
だ
っ
た
。
ま
た
、
健
康
福

祉
部
と
民
生
児
童
委
員
協
議
会

も
応
援
に
駆
け
付
け
た
。
オ

リ
ー
ブ
の
小
出
真
理
子
さ
ん
は

「
不
登
校
の
子
供
さ
ん
た
ち
の

第
三
の
居
場
所
と
し
て
オ
リ
ー

ブ
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
、
皆
さ
ん
に
知
っ
て

い
た
だ
く
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
出

展
し
ま
し
た
」
と
話
し
た
。

第
１
体
育
館
で
は
マ
リ
ン
バ

演
奏
や
ド
ロ
ー
ン
体
験
会
な
ど

が
行
わ
れ
、
真
剣
な
眼
差
し
で

ド
ロ
ー
ン
を
操
作
す
る
子
供
の

姿
が
あ
っ
た
。

そ
の
他
「
お
た
め
し
こ
ど
も

カ
フ
ェ
」
で
は
チ
ラ
シ
寿
司
の

無
料
提
供
、
長
野
ろ
う
き
ん
に

よ
る
「
子
育
て
中
の
も
し
も
の

時
の
お
金
の
話
」
セ
ミ
ナ
ー
開

催
が
あ
り
、
駐
車
場
に
は
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
6
台
の
出
店
も
あ
っ

た
。

当
日
は
、
雨
予
報
に
も
か
か

わ
ら
ず
朝
か
ら
陽
が
差
し
、
80

人
余
り
が
参
加
し
た
。
神
事
中

盤
、
田
植
え
の
儀
で
は
法
被
に

赤
い
た
す
き
の
小
学
生
ら
が
太

鼓
の
合
図
で
一
斉
に
苗
を
植
え

て
い
っ
た
。
一
時
、
雲
行
き
が

怪
し
く
な
っ
た
が
持
ち
こ
た

え
、滞
り
な
く
神
事
を
終
え
た
。

参
加
者
の
一
人
は
「
堤
防
か

ら
見
下
ろ
せ
る
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
良
い
御
神
田
だ
。
収
穫
ま
で

愛
を
込
め
大
切
に
見
守
っ
て
い

き
た
い
」
と
話
し
た
。

ら
れ
た
。

6
月
14
日
に
は
２
回
目
の
会

議
が
開
催
さ
れ
、
流
量
計
設
置

場
所
に
つ
い
て
具
体
的
な
検
討

が
行
わ
れ
た
。
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昨
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
が

５
類
に
移
行
さ
れ
た
こ
と
や
天

候
に
も
恵
ま
れ
、
計
画
し
た
事

業
の
全
て
を
盛
大
に
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
各
事
業
に

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
い

た
だ
き
、
コ
ロ
ナ
禍
で
希
薄
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
再
生
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
も
、
運
営
に
関
わ
っ

て
い
た
だ
い
た
公
民
館
委
員
、

分
館
役
員
、
実
行
委
員
、
中
高

生
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
が
あ
っ
て
の
こ
と
と
、
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る

こ
と
が
で
き
た
公
民
館
事
業
、

今
年
度
は
、
２
年
後
、
３
年

後
に
つ
な
げ
る
た
め
の
大
事

な
１
年
に
な
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
昨
年
度
の
振
り
返
り

の
中
で
頂
い
た
ご
意
見
を
参

考
に
し
、
時
代
が
変
わ
る
中

で
〝
残
し
て
い
く
こ
と
〟〝
変

え
て
い
く
こ
と
〟
を
考
え
な

が
ら
、
住
民
同
士
、
分
館
同

士
の
横
の
つ
な
が
り
に
よ
る

一
体
感
づ
く
り
と
、
公
民
館

と
分
館
、
分
館
と
住
民
と
い
っ

た
縦
の
つ
な
が
り
や
「
松
尾

の
将
来
を
担
う
子
供
た
ち
と

の
学
び
」
も
意
識
し
た
事
業

活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
、
多
く
の
皆
さ

ん
の
ご
参
加
と
お
力
添
え
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

館
長
あ
い
さ
つ
　
更
な
る
一
歩

松
尾
公
民
館
長
　
鎌
　
倉
　
　
　
豊

公民館活動
始まるよー

館長委嘱委員長
伊藤俊光（城）

館長委嘱
副委員長

佐々木咲子（清水）

館長委嘱
副委員長

宮下伸一（上溝）

館長委嘱
委員

市瀬正二（毛賀）

館長委嘱
委員

酒井成彦（上溝）

館長委嘱
委員

松原倫子（新井）

館長委嘱
委員

熊谷吏花（八幡町）

館長委嘱
副委員長

熊谷吏花（八幡町）

館長委嘱
副委員長

三浦智生（毛賀）

館長委嘱
委員

塩澤りゑ子（水城）

館長委嘱
委員長

森本浩之（上溝）

館長委嘱
委員

前沢和江（新井）

分館選出
委員

谷口広登（新井）

分館選出
委員

宮澤健蔵（寺所）

分館選出
委員

今井守洋（明）

分館選出
委員

代田孝一（清水）

分館選出
委員

佐々木貴光（城）

分館選出
委員

中島敦子（八幡町）

分館選出
委員

浅井　晃（代田）

分館選出
委員

平澤昭彦（毛賀）

館長委嘱
副委員長

田中優喜（明）

分館選出
委員

田中克実（常盤台）

館長委嘱
副委員長

平澤みどり（城）

館長委嘱
委員

前川正博（寺所）

館長委嘱
委員長

藤本亮直（城）

館長委嘱
委員

田口孝俊（城）

館長委嘱
委員

浅井　晃（代田）

館長委嘱
委員

田中篤志（明）

館長委嘱
委員

酒井和久（常盤台）

館長委嘱
委員

竹内佳史（清水）

分館選出
委員

森本由喜子（上溝）

分館選出
委員

木下浩一（久井）

分館選出
委員

森山　晃（水城）

文
化
委
員
会

分館長 副分館長 副分館長 分館主事 分館副主事 文化委員 スポーツ委員 広報委員
上　溝 松田　成雄 鈴木　政好 森本　朝美 小松　功実 森本由喜子 大牧　弘明 矢澤　　隆
久　井 平松　敏一 新井　　勉 林　　圭子 木下　浩一 木下　和士 塩澤眞知子
水　城 丸山　和弘 村松　宣政 森山　　晃 松村　盛弘 木下　尚之
新　井 高階　広宣 斉藤智惠子 中村　　丞 谷口　広登 宮嶋　寿彦 松島　健二
寺　所 小木曽　茂 棚田　義典 金田　　弘 宮澤　健蔵 柳瀬　一郎 中島　弘貴

明 松村　広善 塩澤　清久 片桐　紳吾 今井　守洋 羽場崎克也 松村　慶二
清　水 竹村　健一 平栗　博幸 代田　孝一 金田　　謙 嶋岡　美樹

城 田口　　茂 竹村　　隆 増田　健二 下平　照志 佐々木貴光 澤口　隆也 平岩　勝利
八幡町 和地　治男 桐生康之助 黒田　恭子 牧内　浩道 中島　敦子 田中　　登 宮田　芳則
代　田 大島　幸司 原　　孝夫 蟹原　亮子 浅井　　晃 仁木　庄一 蟹原　亮子
毛　賀 飯ケ濱安司 松島　貴光 岩下　要司 平澤　昭彦 木下　裕介 宮内　靖敬
常盤台 後藤　　勉 牧原　幹夫 田中　克実 村澤　城治 岡庭　　剛

令和６年度公民館事業計画
開催月 イベント・行事名 開催状況
　４月 公民館総会 実施
　５月 ニュースポーツ体験会 実施

　６月
公民館分館役員研修会 実施
分館交流ニュースポーツフェス 実施
松尾サイエンススクール 実施

　７月

公民館報「まつお新聞」266号発行 実施
松尾バレーボール連盟交流大会
親子映画観賞会
図書館松尾分館夏のおたのしみ会

　８月 いいだ人形劇フェスタ2024
　９月 落語会

１０月
公民館報「まつお新聞」267号発行
第89回松尾地区市民運動会

１１月
松尾サイエンススクール
松尾地区還暦の会
飯田市女性バレーボール大会

１２月
みなみ信州駅伝・ロードレース大会出場（松尾ランニングデイ）
図書館松尾分館クリスマスおたのしみ会
松尾サイエンススクール

　１月
公民館報「まつお新聞」268号発行
令和６年度松尾地区二十歳の集い
分館交流ニュースポーツ大会

　２月
松尾地区文化祭
第 62 回飯田市公民館大会

　３月 公民館報「まつお新聞」269号発行

随時
松尾セミナー（松尾地区学習会）
松尾踊ってみよう会

令和６年度　公民館委員名簿

館 長 委 嘱

総務
◎伊藤　俊光 〇宮下　伸一 〇佐々木咲子 　市瀬　正二
　酒井　成彦 　松原　倫子 　熊谷　吏花

文化
◎森本　浩之 〇三浦　智生 〇熊谷　吏花 　塩澤りゑ子
　前沢　和江 　田中　篤志 　竹内　佳史 　酒井　和久

スポーツ
◎藤本　亮直 〇田中　優喜 〇平澤みどり 　田口　孝俊
　浅井　　晃 ※前川　正博 ※塩澤　郁子

広報
◎棚田　博士 〇小笠原哲也 〇木下　知代 　松原　倫子
　平栗　　猛 　伊藤　秀夫 　宮川　成彦

◎委員長　
○副委員長
※松尾地区推薦
　スポーツ推進委員

総
務
企
画
委
員
会

ス
ポ
ー
ツ
委
員
会
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５
月
12
日
に
松
尾
小
学
校
体

育
館
で
、
分
館
役
員
対
象
の

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
が
行

わ
れ
た
。
今
年
も
昨
年
同
様
に

ボ
ッ
チ
ャ
と
モ
ル
ッ
ク
の
ル
ー

ル
説
明
と
実
践
が
あ
っ
た
。

　

ボ
ッ
チ
ャ
と
は
イ
タ
リ
ア
語

で「
ボ
ー
ル
」を
意
味
し
、
障
が

い
者
の
為
に
考
案
さ
れ
た
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
発
祥
の
ス
ポ
ー
ツ
で
、

１
９
８
４
年
か
ら
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
正
式
競
技
と
し
て
行
わ
れ

て
い
る
。ジ
ャ
ッ
ク
ボ
ー
ル（
目

標
球
）
と
呼
ば
れ
る
白
い
ボ
ー

ル
に
、
赤
・
青
の
そ
れ
ぞ
れ
６

球
ず
つ
の
ボ
ー
ル
を
投
げ
た

り
、
転
が
し
た
り
、
他
の
ボ
ー

ル
に
当
て
た
り
し
て
、
い
か
に

近
付
け
る
か
を
競
う
。

　

モ
ル
ッ
ク
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

の
キ
イ
ッ
カ
と
い
う
伝
統
的
な

ゲ
ー
ム
を
元
に
し
た
ス
ポ
ー
ツ

で
、
モ
ル
ッ
ク
と
呼
ば
れ
る
木

製
の
棒
を
投
げ
て
、
数
字
の
書

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

　
　
お
願
い
い
た
し
ま
す

か
れ
た
ス
キ
ッ
ト
ル

と
呼
ば
れ
る
木
製
の

ピ
ン
を
倒
す
。
先
に

ち
ょ
う
ど
50
点
に
し

た
チ
ー
ム
が
勝
ち
と

な
る
。
50
点
を
超
え

て
し
ま
う
と
25
点
ま

で
減
点
さ
れ
る
為
、

終
盤
は
各
チ
ー
ム

で
作
戦
を
練
り
、
一

投
ご
と
に
盛
り
上
が

る
。ま
た
、母
国
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
で
は
サ
ウ

ナ
と
ビ
ー
ル
を
楽
し

み
な
が
ら
プ
レ
ー
す

る
な
ど
気
軽
な
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
。

　

各
競
技
と
も
ス
ポ

ー
ツ
委
員
の
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
後
、
ゲ
ー

ム
形
式
で
実
践
を
行
っ
た
。

ル
ー
ル
を
把
握
し
て
く
る
と
次

第
に
盛
り
上
が
り
、
楽
し
み
な

が
ら
プ
レ
ー
す
る
姿
が
多
く
見

ら
れ
た
。参
加
者
の
一
人
は「
両

競
技
と
も
、
ど
の
よ
う
に
す
れ

ば
高
得
点
に
繋
が
る
か
を
考

え
、
チ
ー
ム
の
皆
と
相
談
し
て

頭
を
使
う
。
思
っ
て
い
た
よ
り

楽
し
く
、
白
熱
す
る
競
技
だ
っ

た
」
と
話
し
た
。

　

藤
本
亮
直
ス
ポ
ー
ツ
委
員
長

は「
体
験
し
て
も
ら
っ
た
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
を
、
分
館
内
交
流
の

ひ
と
つ
の
ア
イ
テ
ム
と
し
て
利

用
し
て
も
ら
え
る
と
嬉
し
い
。

ま
た
、
年
度
初
め
に
多
く
の
人

に
参
加
し
て
も
ら
い
、
分
館
役

員
同
士
の
交
流
が
で
き
た
こ
と

を
嬉
し
く
思
う
。
今
後
も
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
松
尾
地
区
の

交
流
が
増
え
る
こ
と
を
願
っ
て

い
る
」
と
熱
く
語
っ
て
い
た
。

分館選出
委員

松村盛弘（水城）

分館選出
委員

田中　登（八幡町）

館長委嘱
委員

宮川成彦（毛賀）

分館選出
委員

松島健二（新井）

分館選出
委員

蟹原亮子（代田）

竹村健一（清水）

分館選出
委員

宮嶋寿彦（新井）

分館選出
委員

仁木庄一（代田）

館長委嘱
委員

伊藤秀夫（八幡町）

分館選出
委員

中島弘貴（寺所）

分館選出
委員

宮内靖敬（毛賀）

田口　茂（城）

分館選出
委員

柳瀬一郎（寺所）

分館選出
委員

木下裕介（毛賀）

館長委嘱
委員

平栗　猛（城）

分館選出
委員

松村慶二（明）

分館選出
委員

岡庭　剛（常盤台）

和地治男（八幡町）

館長委嘱
委員

塩澤郁子（城）

分館選出
委員

羽場崎克也（明）

分館選出
委員

村澤城治（常盤台）

館長委嘱
副委員長

木下知代（明）

館長委嘱
副委員長

小笠原哲也（上溝）

分館選出
委員

矢澤　隆（上溝）

分館選出
委員

嶋岡美樹（清水）

大島幸司（代田）

分館選出
委員

大牧弘明（上溝）

分館選出
委員

金田　謙（清水）

館長委嘱
委員

松原倫子（新井）

分館選出
委員

塩澤眞知子（久井）

分館選出
委員

平岩勝利（城）

松田成雄（上溝）

飯ケ濱安司（毛賀）

分館選出
委員

木下和士（久井）

分館選出
委員

澤口隆也（城）

館長委嘱
委員長

棚田博士（水城）

分館選出
委員

木下尚之（水城）

分館選出
委員

宮田芳則（八幡町）

平松敏一（久井）丸山和弘（水城）高階広宣（新井）小木曽茂（寺所）松村広善（明）

後藤　勉（常盤台）嶋村駿吾

広
報
委
員
会

分
館
長

公
民
館
主
事

ボ
ッ
チ
ャ
と
モ
ル
ッ
ク
を
体
験

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
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前
号
（
２
６
５
号
）
１
面
「
松

尾
東
保
育
園
地
元
説
明
会
」
の
記

事
で
、
仮
名
称
を
「
新
松
尾
保
育

園
」
と
掲
載
し
ま
し
た
が
、
正
し

く
は
「
新
松
尾
東
保
育
園
」
で
す
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

（公民館２階）

本のリクエストも
受けつけています。

開館日
水曜 午後 １～5 時
土曜 午前 10～午後 5 時
日曜 午後 １～5 時

松尾図書館
＊
夜
間
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
開

会
式

　

4
月
20
日
、松
尾
公
民
館
夜

間
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
開
会
式
が

開
催
さ
れ
た
。

＊
ツ
ア
ー
オ
ブ
ジ
ャ
パ
ン

　

5
月
23
日
、ツ
ア
ー
オ
ブ
ジ
ャ
パ

ン
信
州
飯
田
ス
テ
ー
ジ
が
開
催
さ

れ
た
。下
久
堅
地
区
の
厳
し
い
周

回
コ
ー
ス
を
物
と
も
せ
ず
松
尾

出
身
の
山
田
拓
海
選
手
も
快
走
。

＊
分
館
役
員
研
修
会

　

6
月
14
日
、松
尾
公
民
館
で

分
館
役
員
を
対
象
と
し
た
分

館
役
員
研
修
会
が
実
施
さ
れ
た
。

分
館
役
員
同
士
が
情
報
交
換
を

行
い
、分
館
事
業
で
工
夫
し
て
い

る
点
や
悩
み
事
を
共
有
し
た
。

＊
分
館
交
流
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
　

6
月
23
日
、飯
田
市
勤
労
者

体
育
セ
ン
タ
ー
第
1
体
育
館
で

分
館
交
流
ニュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェス

が
開
催
さ
れ
た
。分
館
交
流
ブ

ロ
ッ
ク
で
は
ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
ふ
ら
ば

～
る
バ
レ
ー
大
会
、一
般
参
加
の
ふ

れ
あ
い
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
モ
ル
ッ
ク
大

会
が
行
わ
れ
、約
2
0
0
人
が

参
加
し
た
。

随時更新しています！

松尾地区ＨＰが
できました！

お
詫
び

は
じ
め
て
の

モ
ル
ッ
ク

５
月
26
日
、
天
竜
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
昨
年
ま
で
は
ペ
タ
ン
ク
を

行
っ
て
い
た
が
、
今
年
は
新
た

な
競
技
モ
ル
ッ
ク
を
行
い
、
30

チ
ー
ム
約
１
２
０
人
が
参
加
し

た
。ほ

と
ん
ど
の
人
が
モ
ル
ッ
ク

を
す
る
の
が
初
め
て
だ
っ
た

が
、
ゲ
ー
ム
を
進
め
る
ご
と
に

段
々
と
コ
ツ
を
掴
み
始
め
、
点

数
を
50
点
に
す
る
に
は
ど
う
す

れ
ば
よ
い
の
か
「
ま
ず
は
何
点

狙
っ
て
、
次
に
何
点
を
取
っ
て

50
点
に
し
よ
う
」
と
い
う
よ
う

に
、
チ
ー
ム
内
で
作
戦
を
考
え

な
が
ら
プ
レ
ー
す
る
よ
う
に
な

り
、
白
熱
し
た
戦
い
が
繰
り
広

げ
ら
れ
た
。

大
会
を
終
え
、
羽
場
崎
克
也

ス
ポ
ー
ツ
部
長
は
「
今
回
初
め

て
の
モ
ル
ッ
ク
と
い
う
こ
と
で

不
安
は
あ
っ
た
が
、
皆
さ
ん
盛 これで決まりだー！

一打入魂

５
月
26
日
、
松
尾
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
場
で
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

大
会
が
行
わ
れ
た
。
今
年
も
昨

年
と
同
様
に
年
代
別
に
よ
る
順

位
争
い
で
、
18
ホ
ー
ル
を
30
人

余
り
が
プ
レ
ー
し
た
。

前
日
ま
で
の
暑
さ
と
は
う
っ

て
変
わ
り
曇
り
空
で
、
運
動
し

や
す
い
気
候
に
恵
ま
れ
た
。
今

今
年
度
１
年
生
が

い
な
い
久
井
区
は
5

⽉
12
⽇
、
久
井
公
園

で
児
童
会
出
発
の
会

を
児
童
16
人
全
員
で

計
画
し
行
っ
た
。
会

の
抱
負
、
年
間
⾏
事

発
表
を
し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

⽀
部
⻑
の
市
瀬
和
寛

さ
ん
が
「
主
役
は
⼦

供
。
し
っ
か
り
お
⼿

伝
い
を
し
た
い
」
と

話
し
た
。

そ
の
後
、
宝
探
し

ゲ
ー
ム
を
⾏
い
、
公

園
中
を
み
ん
な
で
駆

け
回
り
お
宝
（
番
号
を
書
い
た

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ふ
た
）
を
探

し
て
、
そ
れ
と
引
換
に
お
菓
子

と
お
も
ち
ゃ
を
手
に
し
た
。
お

宝
の
⼀
つ
を
⽀
部
⻑
の
軽
ト
ラ

に
隠
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
⾞
が

移
動
し
て
し
ま
う
と
い
う
ハ
プ

ニ
ン
グ
も
あ
っ
た
が
、
大
盛
り

上
が
り
だ
っ
た
。

お
昼
は
児
童
た
ち
の
希
望
で

焼
⾁
⼤
会
が
⾏
わ
れ
た
。
児
童

会
地
区
⻑
の
⽥
中
護
琉
君
は

「
1
年
⽣
は
い
な
い
け
ど
、
み

ん
な
と
楽
し
い
児
童
会
に
し
た

い
」
と
話
し
、
出
発
の
会
を
楽

し
ん
だ
。

行けっ

分
館
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

明区

5
月
18
日
、
分
館
主
催
に
よ

る
常
盤
台
区
親
睦
ス
ポ
ー
ツ
大

会
（
ペ
タ
ン
ク
）
が
鼎
の
矢
高

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
日
は
春
風
そ
よ
ぐ
晴
天

に
恵
ま
れ
気
持
ち
の
良
い
土
曜

日
午
後
の
開
催
と
な
り
約
70
人

焼肉食べて大満足

狙
い
ど
お
り

決
ま
る
か

６
月
９
日
八
幡
町
第
１
公
会

堂
で
、
当
日
２
〜
３
人
に
組
み

分
け
を
行
い
、
ボ
ッ
チ
ャ
と
初

め
て
と
な
る
モ
ル
ッ
ク
の
２
種

目
を
行
い
優
勝
を
競
っ
た
。

ボ
ッ
チ
ャ
は
、
こ
こ
数
年
の

経
験
か
ら
か
好
プ
レ
ー
が
続
出

し
、
各
グ
ル
ー
プ
の
高
レ
ベ
ル

な
対
戦
に
大
き
な
歓
声
が
上

が
っ
た
。

一
方
の
モ
ル
ッ
ク
は
、
ほ
と

ん
ど
の
参
加
者
が
初
体
験
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
は
じ
め
の
う

ち
は
点
数
計
算
も
含
め
て
戸
惑

う
場
面
も
見
ら
れ
た
が
、
慣
れ

て
く
る
と
コ
ツ
を
掴
み
、
狙
い

通
り
の
シ
ョ
ッ
ト
が
決
ま
る
と

大
き
な
歓
喜
の
声
が
上
が
っ

た
。「楽

し
か
っ
た
」「
ま
た
や
り

年
齢
差
70
歳
の

ス
ポ
ー
ツ
交
流

6
月
9
日
、
松
尾
小
学
校
体

育
館
で
大
人
54
人
、
子
供
12
人

の
参
加
で
開
催
し
た
。
競
技
種

目
は
ボ
ッ
チ
ャ
、
モ
ル
ッ
ク
と

ふ
ら
ば
～
る
バ
レ
ー
の
3
種

目
。
昨
年
は
ふ
ら
ば
～
る
バ

レ
ー
と
他
競
技
を
別
グ
ル
ー
プ

に
し
て
実
施
し
た
が
、
今
年
は

１
競
技
30
分
と
し
、
３
種
目
を

全
員
が
体
験
で
き
る
よ
う
、
各

種
目
と
も
３
回
行
っ
た
。
年
齢

に
関
係
の
な
い
チ
ー
ム
分
け
を

し
た
た
め
、
下
は
園
児
か
ら
上

は
高
齢
者
ま
で
が
同
じ
チ
ー
ム

で
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
だ
。

松
田
成
雄
分
館
長
は
「
皆
が

楽
し
ん
で
参
加
し
て
く
れ
て
う

れ
し
く
思
う
。
特
に
モ
ル
ッ
ク

が
好
評
で
、
全
員
が
す
べ
て
の

競
技
を
体
験
で
き
る
よ
う
に
し

た
効
果
が
あ
っ
た
」
と
本
年
度

初
め
て
の
分
館
事
業
に
手
ご
た

え
を
感
じ
て
い
た
。

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
も

慰
労
会
も

６
月
２
日
に
松
尾
小
学
校
体

育
館
で
、
代
田
区
厚
生
部
が
主

催
し
行
わ
れ
た
。
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
て
区
民
の
交
流

を
図
ろ
う
と
、
今
年
度
初
め
て

企
画
さ
れ
た
。

講
師
に
藤
本
亮
直
ス
ポ
ー
ツ

委
員
長
を
迎
え
、
大
人
33
人
、

子
供
6
人
が
参
加
し
た
。
種
目

は
松
尾
地
区
で
も
行
わ
れ
る
こ

と
が
多
い
、
ふ
ら
ば
〜
る
バ

レ
ー
と
、
5
月
に
分
館
役
員
を

対
象
に
体
験
会
が
行
わ
れ
た
モ

ル
ッ
ク
の
2
種
目
。

2
種
目
と
も
初
め
て
体
験
す

る
人
も
多
く
、
ル
ー
ル
説
明
と

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の

後
、実
際
に
ゲ
ー
ム
を
行
っ
た
。

競
技
に
慣
れ
て
く
る
と
各
コ
ー

ト
か
ら
歓
声
や
笑
い
声
が
上
が

り
、
楽
し
ん
で
プ
レ
ー
す
る
姿

が
多
く
見
ら
れ
た
。

ま
た
、
夕
方
か
ら
は
、
代
田

の
多
目
的
施
設
横
の
焼
き
肉
場

で
、
慰
労
会
が
行
わ
れ
た
。
こ

ち
ら
も
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
同
様

に
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
更
に

交
流
が
深
ま
っ
た
様
子
だ
っ

た
。

おつかれさま〜

久井区　　児童会出発の会

入
梅
前
の

春
の
休
日

−

ペ
タ
ン
ク

−

が
参
加
し
、
組
合
毎
20
チ
ー
ム

に
分
か
れ
て
プ
レ
ー
し
た
。
な

か
に
は
5
チ
ー
ム
を
出
す
組
合

も
あ
っ
た
。

老
若
男
女
が
初
心
者
か
ら
ベ

テ
ラ
ン
ま
で
同
一
の
ス
テ
ー
ジ

で
、
チ
ー
ム
内
あ
る
い
は
相
手

チ
ー
ム
関
係
な
く
声
を
掛
け
合

い
、
ル
ー
ル
や
投
げ
方
を
教
え

合
う
微
笑
ま
し
い
光
景
が
い
く

つ
も
見
ら
れ
た
。
そ
ん
な
中
で

も
ゲ
ー
ム
終
盤
に
は
勝
利
を
目

指
し
、
互
い
に
駆
け
引
き
を
す

る
光
景
が
散
見
さ
れ
た
大
会
と

な
っ
た
。

清
水
区

難
コ
ー
ス
に

笑
顔
の
花
咲
く

−

マ
レ
ッ
ト

−

回
は
、
大
会
開
始
前
に
練
習
時

間
を
十
分
設
け
、
未
経
験
者
参

加
の
裾
野
を
広
げ
る
試
み
も

行
っ
た
。

20
代
〜
50
代
は
小
澤
亮
公
さ

ん
、
60
代
は
福
島
良
二
さ
ん
、

70
代
以
上
は
名
取
津
義
生
さ
ん

が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
た
。

竹
村
健
一
分
館
長
は
「
参
加

人
数
は
横
ば
い
だ
が
、
何
年
も

や
っ
て
い
な
か
っ
た
人
や
、
初

め
て
や
る
人
が
参
加
し
て
く

れ
、
楽
し
か
っ
た
と
言
っ
て
く

れ
た
こ
と
が
な
に
よ
り
も
嬉
し

か
っ
た
」
と
話
し
た
。

アガリの一投

　
誰
で
も
気
軽
に
楽
し
め
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

に
、
各
区
で
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
が
開
催
さ
れ
た
。

り
上
が
っ
て
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
た
と
思
う
。大
成
功
だ
っ
た
」

と
語
っ
た
。

八幡町区

上溝区

代田区

た
い
」
と
い
っ
た
多
く
の
参
加

者
の
声
が
響
く
中
大
会
は
終
了

し
た
。

常
盤
台
区

１年生はいないけど


